
 

夏を拓
ひ ら
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７月になりました。学校生活は 1 年の１／４を過ぎたことになります。バスケットボールの試合で例

えれば、第 2 ピリオドが始まっている時間帯、また、現在 FIFA ワールドカップが開催中ですが、サ

ッカーならば、前半の給水タイムが終わって前半残り20数分といったところでしょうか。もし、ここま

で相手チームをリードしているならば、引き続き油断しないで行こうとか、リードされていれば、戦術

的に何を変えて行こうかなどを考え実行する時間帯です。中学生の生活で考えれば、まもなく学校

は夏休みになります。この“夏”をどう過ごすかが、９月までの前期・前半の結果に影響し、それが後

半以降につながっていくといえるでしょう。 

忙しい日常から解放された夏休みは、1 年の中で自由に使える時間が最も多くある時期です。自

由な時間が多いということは、自分で考え、選択し、行動する機会がたくさんあるということです。日

頃なかなかできないことに取り組んだり、思い切って新しいことに挑戦したり、家族の一員として家

事を受け持ったり、苦手な学習にゆっくり時間をかけてみたり…、大切なのは、「この自由な時間が

あるときに何をやってみたいのか？」を自分で決めて始めることです。その際、いきなり大きな成果

を求めるのではなく、小さな目標をやり抜くこと、それを続けて増やしていくことが大きな自信や信

頼につながると思います。 

「拓く」には、道を開く、新しい世界を切り開くという意味があります。この夏に、未来の自分を少し

だけでも準備してみませんか。今年の夏休みが、ただ毎日過ぎていくのではなく、「自分自身の可能

性が広がりそうな夏」に、「新しい自分に出会えそうな夏」になるといいですね。 

 

 

港区立高松中学校 学校だより ７月号 

令和８年７月１０日 校長 大島 一浩 

創立１９４９年（昭和２４年） 高松中学校は今年度で７６周年を迎えました。 

 

港区立高松中学校公式 X 
学校生活のようすなどを公式 Xにて発信しています。学校 HPの学校ブログと合わせてご覧ください。 

  
3年生が、修学旅行で「シンガポール国立大学（NUS）」を訪れました。 

各自が準備したプレゼンをもとに、グループごとに英語で大学生とのディスカッションを

行いました。自分の英語が通じたことは、大きな自信になりました。 

★「すぐーる」について、保護者の皆様へお願い 

学校からの保護者チャネルに加え、PTA より配信する「高松中学校＿PTA」チャネルにも、ぜひ登録をお願いし

ます。登録については、すでに配信されている、保護者連絡【PTA役員より】をご覧ください。 


